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POLITICS

SPECIAL INTERVIEW

　

編
集
部
（
以
下
、
─
）
安
倍
晋
三
元
首

相
が
銃
撃
さ
れ
死
亡
す
る
事
件
は
、
国
内
の

み
な
ら
ず
世
界
に
も
衝
撃
を
与
え
た
。
事
件

を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

先
﨑
　
ま
ず
言
え
る
こ
と
は
、
今
回
の
事
件

は
、
一
国
の
権
力
の
座
に
い
た
人
の
暗
殺
事

件
で
、
歴
史
の
教
科
書
に
も
将
来
載
る
で
あ

ろ
う
出
来
事
で
あ
り
、
時
代
全
体
の
雰
囲
気

を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
。

　
在
任
日
数
か
ら
も
明
ら
か
だ
が
、
間
違
い

な
く
一
時
代
を
築
い
た
人
で
、
安
倍
元
首
相

を
批
判
す
る
こ
と
で
言
論
が
成
り
立
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
評
価

の
明
暗
が
く
っ
き
り
と
分
か
れ
る
が
、
私
は

良
く
も
悪
く
も
カ
リ
ス
マ
性
が
あ
り
、
ひ
と

つ
の
価
値
基
準
を
つ
く
っ
た
「
辞
書
」
の
よ

う
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、

日
本
に
と
っ
て〝
軸
〞と
な
る
人
で
あ
り
、居

る
こ
と
が
当
た
り
前
と
い
う
存
在
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
居
な
く
な
る
こ
と
で
不
安
を
覚

え
た
人
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

─
事
件
が
発
生
し
た
社
会
的
背
景
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

先
﨑
　
近
年
の
時
代
の
流
れ
を
整
理
し
な
が

ら
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ

た
の
か
を
考
え
た
い
。

　
こ
の
数
十
年
間
、
日
本
社
会
は
長
期
的
・

慢
性
的
な
不
況
に
陥
っ
て
お
り
、
多
く
の
国

民
は
「
給
料
が
上
が
ら
な
い
」「
生
活
が
苦

し
い
」
な
ど
の
不
平
不
満
を
感
じ
て
い
た
。

そ
こ
に
到
来
し
た
の
が
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
。

度
重
な
る
外
出
自
粛
要
請
に
よ
っ
て
、
人
々

の
接
触
機
会
が
奪
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
感
染

者
数
・
重
症
者
数
・
死
亡
者
数
を
連
呼
し
、

恐
怖
を
煽
る
か
の
よ
う
な
報
道
を
毎
日
の
よ

う
に
見
せ
ら
れ
た
。
い
わ
ば
、国
民
は
、「
日

安
倍
元
首
相
銃
撃
事
件
の
衝
撃

揺
ら
ぐ
社
会
を
救
う「
言
葉
」の
力
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コ
ロ
ナ
、戦
争
、安
倍
元
首
相
へ
の
銃
撃
事
件
…
…
。誰
も
が
不
安
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
今
、

私
た
ち
に
必
要
な
こ
と
と
は
何
か

│
。日
本
思
想
史
が
専
門
の
先
﨑
教
授
に
聞
い
た
。

安倍元首相は、国論を二分するような困難な課題に正面から向き合った
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デジタル庁設置から１年

漂流する行政デジタル化
こうすれば変えられる

コロナ禍を契機に社会のデジタルシフトが加速した。
だが今や、その流れに取り残されつつあるのが行政だ。

国の政策、デジタル庁、そして自治体のＤＸはどこに向かうべきか。
デジタルが変える地域の未来。その具体的な〝絵〟を見せることが第一歩だ。

文・江﨑 浩、関口和一、綱川明美、安岡美佳、酒井真弓、高口康太、庄司昌彦、廣川聡美
編集部（川崎隆司、鈴木賢太郎、梶田美有）
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動
運
転
の
車
が
高
齢
者
の

〝
足
〞
と
な
り
、
交
通
状

況
は
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
で

分
析
さ
れ
、
信
号
待
ち
も

渋
滞
も
発
生
し
な
い
。
風
邪
を
ひ
い
て
も
自

宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
診
で
き
、
医
薬
品

は
タ
ク
シ
ー
で
自
動
配
送
さ
れ
る
。そ
し
て
、

行
政
手
続
き
は
全
て
手
の
ひ
ら
の
う
え
で
完

結
す
る

│
。

　

そ
ん
な
夢
の
よ
う
な
ま
ち
に
住
ん
で
み
た

い
と
思
う
読
者
は
多
い
だ
ろ
う
。

　

今
、
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
都

市
機
能
の
高
度
化
と
地
域
課
題
の
解
決
を
図

る
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
の
実
装
に
向
け
た

取
り
組
み
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
端
緒
は
２
０

０
９
年
、
経
済
産
業
省
が
旗
を
振
り
始
ま
っ

た
次
世
代
送
電
網
（
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
）

で
あ
る
。
当
初
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
電
力
の

需
給
調
整
が
目
的
だ
っ
た
が
、
次
第
に
集
め

た
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
始
ま
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

進
展
も
相
ま
っ
て
、
11
年
頃
か
ら
都
市
管
理

の
中
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導
入
し
、
住
民
の

生
活
の
質
を
高
め
よ
う
と
い
う
文
脈
の
中
で

語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
で
は
、
明
確

に
定
義
す
る
こ
と
が
難
し
い
ほ
ど
に
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
の
対
象
領
域
は
拡
大
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
国
内
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業
で

自

都市経営の「総合格闘技」
スマートシティにみる行政の宿痾
全国各地でスマートシティの実装に向けた動きが加速している。
しかし、行政特有のしがらみがあり、さまざまな壁に直面している。

文・編集部（鈴木賢太郎）

1PART
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型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
で
世
界

経
済
は
大
き
な
打
撃
を
被

っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
露
呈
し
た
の
が
日
本

の
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
遅
れ
だ
。
岸
田
文
雄
首

相
は
「
新
し
い
資
本
主
義
」
や
「
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
」
な
ど
の
政
策
を
掲
げ

る
が
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
抜
き
に
日
本
経
済
の
再
生
は

難
し
い
。「
デ
ジ
タ
ル
敗
戦
」
と
も
呼
ば
れ

た
日
本
の
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
足
取
り
と
今
後

の
課
題
を
検
証
す
る
。

　

日
本
で
最
初
に
Ｉ
Ｔ
戦
略
を
掲
げ
た
の
は

１
９
９
４
年
に
誕
生
し
た
連
立
政
権
の
村
山

富
市
内
閣
だ
。
米
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
前
年

に
「
情
報
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
エ
ー
構
想
」
を

掲
げ
た
の
を
受
け
、
政
府
内
に
「
高
度
情
報

通
信
社
会
推
進
本
部
」
を
設
け
た
。
し
か
し

米
国
で
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
は
そ
れ
ほ
ど
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

流
れ
が
変
わ
っ
た
の
は
98
年
に
韓
国
で
誕

生
し
た
金
大
中
政
権
が
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
で

破
綻
し
た
経
済
を
立
て
直
す
た
め
、
Ａ
Ｄ
Ｓ

Ｌ
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
策
を
推
進

し
て
か
ら
だ
。
韓
国
が
一
気
に
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
先
進
国
に
の
し
上
が
っ
た
の
を
見
て
、

森
喜
朗
内
閣
は
２
０
０
０
年
に
「
Ｉ
Ｔ
戦
略

新

機運高まるデジタル改革
〝看板の付け替え〟を繰り返すな
日本のデジタル改革は浮かんでは消えを繰り返し停滞してきた。
コロナ禍で進んだ時計の針を元に戻さないために何をすべきか。
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会
議
」
を
設
け
、
翌
年
に
は
「
高
度
情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
推
進
戦
略
本
部
（
Ｉ

Ｔ
戦
略
本
部
）」
を
立
ち
上
げ
た
。

　

Ｉ
Ｔ
戦
略
会
議
で
は
新
た
に
「
高
度
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
形
成
基
本
法
（
Ｉ

Ｔ
基
本
法
）」
を
制
定
、
全
国
４
０
０
０
万

世
帯
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
広
め
る
「
ｅ
–

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
戦
略
」
を
01
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
。
森
政
権
の
後
を
受
け
た
小
泉
純
一
郎
首

相
は
こ
の
戦
略
を
新
政
権
の
経
済
政
策
の
目

玉
に
据
え
た
。

　

こ
う
し
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん
だ
こ
と

か
ら
、
そ
の
利
活
用
を
促
そ
う
と
06
年
に
定

め
た
次
の
５
カ
年
計
画
が
「
Ｉ
Ｔ
新
改
革
戦

略
」
だ
。
レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）

の
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
行
政
の
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
50
％
達
成
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
遠
隔
教

育
の
推
進
な
ど
を
掲
げ
、
後
を
継
い
だ
安
倍

晋
三
首
相
が
そ
れ
を
推
進
し
た
。
し
か
し
医

療
や
教
育
、
労
働
市
場
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
改

革
に
は
規
制
改
革
が
求
め
ら
れ
る
。
安
倍
氏

が
体
調
を
崩
し
、
１
年
で
政
権
を
放
り
出
し

た
こ
と
で
日
本
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
の
迷
走
が
始
ま

っ
た
。

1982年一橋大学法学部卒、日本経済新聞社入社。88
年フルブライト研究員として米ハーバード大学に留
学。英文日経キャップ、ワシントン支局特派員、産業
部電機担当キャップを経て、96年より2019年まで編
集委員を務める。00年から15年間、論説委員として
情報通信分野などの社説を執筆。19年より現職。近著
に『NTT 2030年世界戦略』（日本経済新聞社出版）。

文・関口和一　Waichi Sekiguchi

MM総研 代表取締役所長
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っ
越
し
、
転
職
、
結
婚
、

出
産
、
死
亡

│
。
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
誰
も

が
一
度
は
訪
れ
る
で
あ
ろ

う
「
市
役
所
」
や
「
町
役
場
」
に
つ
い
て
、

ど
ん
な
印
象
を
抱
く
だ
ろ
う
か
。
何
枚
も
の

紙
の
書
類
に
名
前
や
住
所
を
記
入
し
、
窓
口

で
の
手
続
き
に
長
時
間
待
た
さ
れ
、
複
数
の

課
を
た
ら
い
回
し
に
さ
れ
る
…
…
。

　

そ
ん
な
役
所
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
デ
ジ
タ
ル

の
力
を
借
り
て
払
拭
し
よ
う
と
す
る
の
が
、

北
海
道
北
見
市
だ
。
同
市
は
２
０
１
６
年
10

月
よ
り
「
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」

を
導
入
し
た
。
同
市
役
所
を
訪
れ
た
住
民
は

ま
ず
、
特
定
の
専
門
業
務
を
持
た
ず
住
民
サ

ー
ビ
ス
に
特
化
し
た
「
窓
口
課
」
に
案
内
さ

れ
る
。
他
部
署
手
続
き
の
代
理
受
け
付
け
お

よ
び
案
内
の
業
務
委
任
を
受
け
た
窓
口
課
の

職
員
が
、
市
民
本
人
の
同
意
を
得
た
上
で
、

要
件
を
聞
き
取
り
な
が
ら
窓
口
支
援
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
て
申
請
書
を
作
成
。
来
庁
者
は
申

請
書
の
内
容
を
確
認
し
サ
イ
ン
す
る
だ
け
で

手
続
き
が
完
了
す
る
。

　

市
民
が
複
数
の
課
を
回
り
な
が
ら
申
請
書

を
１
枚
ず
つ
記
入
す
る
手
間
が
省
け
る
と
と

も
に
、
名
前
や
住
所
な
ど
の
重
複
事
項
は
シ

ス
テ
ム
上
で
自
動
転
記
さ
れ
る
た
め
作
成
す

る
職
員
の
負
担
も
少
な
い
。
さ
ら
に
窓
口
課

引

行政手続きはなぜ〝紙〟なのか
自治体DXの最前線
行政手続きはなぜ役所を直接訪れ、紙で申請するのだろうか。
従来の「常識」を疑い、新たな一歩を踏み出した自治体の今を追う。
文・編集部（川崎隆司）
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た
窓
口
手
続
き
を
、
住
民
目
線
で
見
直
す
こ

と
か
ら
始
め
た
」
と
振
り
返
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
、
申
請

手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
完
結
さ
せ
る
仕

組
み
を
22
年
４
月
か
ら
導
入
し
た
の
が
福
岡

県
行ゆ

く

橋は
し

市
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
対
象
と

な
る
の
は
住
民
票
写
し
の
交
付
、戸
籍
謄
本・

戸
籍
抄
本
の
交
付
、
子
育
て
相
談
窓
口
な
ど

５
項
目
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
、

自
宅
に
い
な
が
ら
申
請
か
ら
交
付
ま
で
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

　

県
内
ト
ッ
プ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
率
59
・
１
％
（
22
年
７
月
時
点
）
を
誇
る

同
市
が
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
踏
み
切
っ
た
の

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
10
万
円
の
特
別
定

額
給
付
金
申
請
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

「
３
万
３
０
０
０
通
も
の
申
請
書
を
一
世
帯

ご
と
に
準
備
し
、
紙
で
返
っ
て
き
た
も
の
を

手
作
業
で
開
け
、
職
員
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し

…
…
。
住
民
一
斉
の
紙
申
請
に
対
応
す
る
職

員
負
担
は
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
だ

っ
た
」
と
語
る
の
は
、
同
市
総
合
政
策
課
の

池
上
国
浩
課
長
だ
。
そ
の
後
、
21
年
夏
か
ら

予
算
を
確
保
し
シ
ス
テ
ム
の
準
備
を
進
め
、

翌
年
度
初
め
か
ら
の
導
入
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、
利
用
促
進
に
向
け
た
広

報
活
動
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
利
用
率
は

で
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
資
格
情
報
を
も
と

に
、
児
童
手
当
や
医
療
費
助
成
な
ど
来
庁
者

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
シ
ス
テ
ム
で
自

動
判
定
し
、
漏
れ
の
な
い
手
続
き
案
内
も
実

施
し
て
い
る
。

　

同
市
窓
口
課
の
吉
田
和
宏
管
理
係
長
は

「
窓
口
手
続
き
が
ど
れ
だ
け
大
変
で
も
、
役

所
は
こ
こ
に
し
か
な
い
か
ら
住
民
に
選
択
の

余
地
は
な
く
、
ま
た
来
て
く
れ
る
。
そ
の
こ

と
に
甘
え
、
役
所
の
都
合
を
押
し
つ
け
て
い
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編
集
部
（
以
下
、
─
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の

導
入
や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を
は
じ
め
、
行
政
が
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
る
こ
と
の
意
義
と
は
。

廣
川　

２
０
２
５
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
全

員
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
る
。
医
療

介
護
の
分
野
で
行
政
負
担
が
増
加
す
る
一

方
、
少
子
化
で
職
員
の
数
は
減
っ
て
い
く
。

行
政
業
務
を
い
か
に
効
率
化
、
省
力
化
で
き

る
か
は
全
自
治
体
の
共
通
課
題
だ
。

庄
司　

そ
の
先
に
さ
ら
に
「
２
０
４
０
年
問

題
」
が
あ
る
。
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
65
歳

の
高
齢
者
と
な
り
、
団
塊
世
代
も
90
代
。
総

務
省
が
18
年
に
公
表
し
た
報
告
で
は
「
40
年

に
は
従
来
の
半
分
の
自
治
体
職
員
数
で
、
本

来
担
う
べ
き
行
政
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
の
構
築
を
」
と
記
載
さ
れ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
行
政
の
非
効
率
さ
や

ア
ナ
ロ
グ
な
部
分
が
改
善
さ
れ
な
い
ま
ま
、

職
員
が
大
量
の
業
務
に
追
わ
れ
疲
弊
し
て
い

る
よ
う
で
は
、
若
者
に
と
っ
て
「
未
来
の
あ

る
魅
力
的
な
職
場
」
に
映
ら
な
い
。

酒
井　

私
た
ち
よ
り
も
下
の
世
代
は
デ
ジ
タ

ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
。
ク
ラ
ウ
ド
や
チ
ャ
ッ
ト
な

ど
、
学
生
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
え
て

い
た
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
が
、
社
会
人
に
な
っ
て
仕

事
で
「
使
え
な
い
」
と
な
れ
ば
、
息
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

デジタルが導く行政〝新常態〟
住民と職員双方の理想追求を

行政デジタル化の解は一つではない。暗中模索する自治体が向かうべき方向性とは。
研究者、元自治体職員、IT系ライターである有識者３人の知見と経験からその糸口を探ろう。

聞き手／構成・編集部（川崎隆司）
写真・中村 治
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コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
１
年
初

春
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
っ
た
。「
接
種
は
住

民
が
通
い
慣
れ
た
地
域
の

か
か
り
つ
け
医
で
」と
日
本
医
師
会（
以
下
、

日
医
）
は
主
張
し
た
。
主
張
が
通
り
、
自
治

体
が
地
元
医
師
会
を
通
じ
て
診
療
所
で
の
接

種
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
だ
が
、
ト
ラ
ブ
ル

が
多
発
す
る
。

「
か
か
り
つ
け
医
の
は
ず
な
の
に
、
接
種
で

き
な
い
と
言
わ
れ
た
。
お
か
し
い
わ
ね
」

　

住
民
は
時
々
受
診
す
る
近
く
の
診
療
所
か

ら
、「
定
期
的
に
受
診
し
な
い
の
は
、
か
か

り
つ
け
患
者
で
は
な
い
」
と
断
ら
れ
た
と
い

う
。

　

そ
こ
で
、
住
民
は
一
度
も
受
診
し
た
こ
と

の
な
い
遠
方
の
診
療
所
に
い
く
つ
か
あ
た

り
、
や
っ
と
接
種
で
き
た
。
そ
の
診
療
所
が

「
か
か
り
つ
け
」
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
か

か
り
つ
け
医
と
は
何
か
。
各
地
で
疑
問
の
声

が
上
が
っ
た
。

　

発
熱
患
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
診
療
を
受
け

よ
う
と
、
か
か
り
つ
け
医
と
思
っ
て
い
た
医

師
に
連
絡
を
取
る
と
、
門
前
払
い
さ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

　

通
院
し
な
い
で
済
む
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を

巡
る
議
論
で
も
、
か
か
り
つ
け
医
問
題
が
起

き
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
20
年
春
か
ら
全

コロナ禍では診療所が独自の判断で診療を断る事例が散見された

TH
E M

A
IN

IC
H

I N
EW

S
PA

PER
S

/A
FLO

WEDGE  REPORT

曖昧すぎる日本のかかりつけ医
実現に必要な「公」の視点
「かかりつけ医」の制度化を国として初めて打ち出した岸田政権。
実現にはまず、医師と患者との間に医療とは「公」のものであるという意識が必要だ。

文・浅川澄一  Sumikazu Asakawa

福祉ジャーナリスト
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「
節
目
」を
迎
え
る
２
０
２
２
年
の
中
国

日
本
の
対
中
戦
略
、再
考
を

の
生
命
線
」
で
あ
り
続
け
る
の
か
。

　

そ
し
て
日
中
関
係
。
50
年
前
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
、
民
主
化
を
求
め
る
人
々
に
中
央

政
府
が
銃
を
向
け
「
流
血
の
惨
事
」
と
な
っ

た
天
安
門
事
件
な
ど
、
中
国
共
産
党
の
本
質

を
見
抜
く
チ
ャ
ン
ス
は
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も

日
本
は
、「
中
国
が
い
ず
れ
民
主
化
し
自
由

化
す
る
」
こ
と
を
期
待
し
、
関
与
政
策
と
い

う
外
交
を
選
択
し
た
。
だ
が
、
軍
事
的
・
経

済
的
に
台
頭
し
、
日
本
に
と
っ
て
「
脅
威
」

と
な
っ
た
現
下
の
中
国
を
見
れ
ば
、
そ
の
期

待
は
甘
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ

う
し
た
教
訓
を
今
後
に
ど
う
生
か
す
の
か
。

　

習
近
平
国
家
主
席
が
中
国
共
産
党
の
ト
ッ

プ
で
あ
る
総
書
記
に
就
任
し
て
か
ら
10
年
。

秋
に
は
異
例
の
３
期
目
入
り
を
狙
う
。「
節

目
」
の
今
こ
そ
、
日
本
人
は
「
過
去
」
か
ら

学
び
、「
現
実
」
を
見
て
、
ポ
ス
ト
習
近
平

を
も
見
据
え
短
期
・
中
期
・
長
期
の
視
点
か

ら
対
中
戦
略
を
再
考
す
べ
き
だ
。

月
29
日
、
日
中
国
交
正
常

化
か
ら
50
周
年
を
迎
え

る
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
の
〝
衝
撃
〟

の
陰
に
隠
れ
て
い
る
が
、日
本
に
と
っ
て
も
、

世
界
に
と
っ
て
も
21
世
紀
最
大
の
焦
点
は

「
中
国
問
題
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

２
０
２
２
年
は
、
中
国
に
と
っ
て
多
く
の

「
節
目
」
が
並
ぶ
。

　

７
月
、
英
国
の
統
治
を
終
え
て
香
港
が
中

国
に
返
還
さ
れ
て
か
ら
25
年
が
経
過
し
た
。

英
中
共
同
声
明
で
「
一
国
二
制
度
」
が
50
年

は
不
変
だ
と
理
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま

え
れ
ば
、折
り
返
し
地
点
を
迎
え
る
。
だ
が
、

近
年
の
香
港
は
、
香
港
国
家
安
全
維
持
法
の

施
行
を
は
じ
め
民
主
派
の
活
動
家
や
メ
デ
ィ

ア
に
対
す
る
激
し
い
弾
圧
な
ど
、
既
存
秩
序

の
形
骸
化
が
著
し
く
進
む
。
そ
う
し
た
現
実

か
ら
目
を
背
け
、
日
本
経
済
の
香
港
依
存
が

続
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
「
香
港
は
日
本

９
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	026_2209_34_sp1_デジタル化_P3_2021
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